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平素は名古屋臨海高速鉄道をご利用いただき
誠にありがとうございます。

弊社は平成16年の開業より、名古屋市西南部
の基幹公共交通機関としての役割を果たすため
鉄道事業者としての使命である「安全・安定輸送」
「無事故」を実現するとの強い決意の下、お客さ
まに安心してご利用いただける輸送サービスの提
供に全社員が一丸となって取り組んでおります。

令和4年度も、経営理念に定めております
「信頼される安全最優先の運行を実行」をは
じめとした行動指針に従い、基本動作の徹底
や異常時対応能力の向上などに引き続き取り
組んでまいりました。

この結果、14年連続で鉄道運転事故ゼロ、インシデントゼロを継続する
ことができました。

輸送人員は、新型コロナウイルス感染症対策のための行動制限が、一部
緩和をされつつも引き続き実施されてきた影響もあり、令和３年度比で約
14％増加したものの１日あたり36,315人のご利用にとどまりました。
令和元年度比では約18％減となり、引き続き厳しい経営環境となりまし
た。

このような状況下ではありますが、令和６年には開業20周年を迎えるな
か、設備の経年劣化を見据え、基幹公共交通機関として安全・安定輸送を
確保するため、中期経営計画（令和２年度～７年度）に基づき、３駅の可
動式ホーム柵の更新、稲永ビル非常用電源設備浸水対策をはじめ施設・設
備の更新を実施したほか、中期経営計画（令和5年度～７年度）を新たに
取りまとめ、ウィズコロナ・ポストコロナの環境変化を踏まえつつ今後も
必要な投資を計画的に実施していくこととしています。また、運営面での
安全対策では、警察と合同による営業線を使用しての車両内および駅ホー
ムでの不審者対応訓練等を実施いたしました。

引き続き、ご利用いただく地域の方々をはじめ多くの皆さまに、地域の
公共交通機関として貢献できますよう、今後も「安全最優先」への取り組
み強化を念頭に「無事故」の継続を目指すほか、全社を挙げ事業運営にあ
たっていく所存です。

この安全報告書は、鉄道事業法第19条の４に基づき、令和4年度の輸送
の安全確保に関する取り組みや現状について公表するものです。 ぜひ、
ご一読いただきますようお願い申し上げます。

あおなみ線をご利用の皆さまへ

名古屋臨海高速鉄道株式会社
代表取締役社長
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安全については、その第一に「信頼される安全最優先の運行を実行します」
を掲げ、最も重要な価値観、規範と位置付けています。

経営理念の行動指針

１ 信頼される安全最優先の運行を実行します

２ 感謝の心を込めたサービスを提供します

３ 地域に密着し、地域の発展に貢献します

４ 安全・安心で信頼される鉄道であり続けるため、
健全で安定した経営を確保します

安全に関する基本的な考えとして定める安全方針は、社長自らがこれを宣言
し、各職場に掲出し点呼で唱和するとともに携帯カードとして全社員に配付し、
安全意識の向上に取り組んでいます。

安 全 方 針

１ 10月23日を忘れず、社員一人ひとりが安全を最優先し、
事故防止に努めます。

２ 安全運行を確保するため、関係法令、規則等を遵守します。

３ 事故の無い鉄道をめざし、安全管理体制の改善を継続的に
進めます。

１ 安全に関する基本的な考え方

１－１ 経営理念の行動指針
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１－２ 安全方針
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安全方針について社員が一層理解し安全最優先意識のさらなる浸透を目的に「安全
方針のこころ」を策定し、安全教育や各種訓練で解説を行い意識の向上に努めています。

安全報告書 ２０２３安全報告書 ２０２３

あおなみ線

安全方針のこころ

１ 平成２０年１０月２３日は、名古屋駅構内で列車脱線事故を起
こした日。過去の事故は、時間とともに風化し忘れ去られてしま
うものです。
当時のことを体験した社員の割合が減少する中、将来にわたっ
て絶対に忘れてはならない経験として本質を理解しておく必要が
あります。
単に、事故があったという記憶ではなく、どうして起きたのか、
なぜ防げなかったのか、など、事故発生における人的メカニズム
を深く理解し社員一人ひとりが日々の業務に絶えず生かしていく
ことを望むものです。

２ 列車の安全運行という目標に向かって、作業や業務を行う上で、
考え方や方法が統一されていないと事故が起きてしまいます。
安全について議論した結果が、安全の礎として法令や社内規程
に定められており、それらを守ることが安全確保のための最低限
のルールです。

３ 日常的に作業を繰り返すうち、作業手順を省略したり短絡して
効率的に工夫してしまうことがあり、結果としてルールを逸脱し
て常態化してしまうことがあります。
作業を行う上では、その作業手順や方法が何の根拠に基づくも
のなのか、その場を乗りきるために自分の都合の良い解釈で進め
ていないかを自身に問いかけ、特に経営管理部門は、事故を起こ
させないことを目標に、列車の安全運行をするための方法や手順
について、計画・実行・チェック・改善といったサイクルを継続
して機能させていきます。

１－３ 安全方針のこころ
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安全輸送を完遂するため、以下のとおり安全目標を定め目標達成に向け取り組ん
でいます。

１－５ 安全目標

安 全 目 標

１ 鉄道運転事故 ゼロ

２ 輸送障害 ゼロ

３ インシデント ゼロ

１－４ 行動規範

行 動 規 範

１ 一致団結して輸送の安全の確保に努めます。

２ 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解すると
ともに、これを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。

３ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。

４ 職務の実施に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義の
ある時は最も安全と思われる取り扱いをします。

５ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、
すみやかに安全適切な処置をとります。

６ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。

７ 常に問題意識を持ち、必要な変革に努めます。

安全に関わる社員の行動規範を次のとおり定め実践しています。

安全報告書 ２０２３4
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輸送の安全の確保を計画的かつ重点的に推進するため、年度ごとに重点実施事
項を定めています。各職場では、この重点実施事項に基づき安全な業務遂行や列
車運行の実現に向けて、具体的な実施計画を策定し、全社一丸となって取り組ん
でいます。

安全報告書 ２０２３
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１－６ 重点実施事項
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① お客さまの安全

○ 安全最優先の徹底
○ 基本動作の徹底
○ 安全管理体制の強化
○ 設備更新時の旅客の安全確保

② 輸送の安定

○ 事象発生時における速報の徹底
○ 異常時対応能力の向上
○ 労働災害防止体制の強化
○ テロ・災害等発生時の対応力強化

③ 経営の安定

○ 当社に見合う設備更新計画の策定

○ 人材育成および技術継承の推進

１ 鉄道運転事故等の発生状況2
鉄道運転事故、電気事故、災害およびインシデントの発生はありませんでした。輸
送障害は４件発生しました。

【注】
・鉄道運転事故とは、省令に定められた列車衝突事故、列車脱線事故、鉄道人身障害事故等をい
います。

・輸送障害とは、列車の運転を休止したもの又は３０分以上の遅延を生じたものをいいます。
・電気事故とは、省令に定められた感電死傷事故、電気火災事故、感電外死傷事故、供給支障事
故をいいます。

・インシデントとは、鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる、省令で定める事態を
いいます。

対応および防止策等概 要

故障機器の更新を検討列車の開扉不良による運転休止

輸
送
障
害

―規制値を超える強風による運転休止

監視強化・注意喚起旅客の線路内立ち入りによる安全確認の
ため運転休止

―強風により車両のパンタグラフにビニー
ルが付着したため運転休止



社 長

安全統括管理者
（運輸技術部長）

総務部長

運転管理者
(課長補佐)
運転担当

運輸課長 技術課長

当社では社長をトップとする安全管理の体制を構築、運用しています。
この体制において、安全統括管理者、運転管理者がそれぞれの責務を明確にし
た上で、安全確保のための役割を担っています。

常勤取締役

乗務員指導管理者
（運転係長）

総務課長
担当課長

名古屋貨物ターミナル駅
連動装置更新担当

担当部長
名古屋貨物ターミナル駅
連動装置更新担当

担当課長
電気担当

主な管理者の役割

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う社 長

輸送の安全の確保に関する業務を統括する
安全統括管理者
（運輸技術部長）

運転及び車両に関する事項を統括する
運転管理者

（課長補佐）※運転担当

運転士の資質の保持に関する事項を管理する
乗務員指導管理者
（運転係長）

輸送の安全の確保に必要な要員、設備投資及び財務に関する事項を
統括する

総務部長

内部監査及び事故防止に係わる施策と資金計画を統括する総務課長

輸送の安全確保に支障を及ぼすおそれのないように施設を維持管理
する

技術課長

１ 安全管理体制3
３－１ 安全管理の体制

安全報告書 ２０２３6
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安全性の向上と事故防止の効果的な対策・
推進を図るため、安全統括管理者を委員長と
し、社長・担当役員および各部課長等が出席
した鉄道安全推進委員会を毎月開催していま
す。
会議冒頭には安全綱領（基本理念）を全員
で唱和し、運転事故・労働災害の防止に向け
た重点実施事項の決定・進捗状況の把握、発
生した運転取扱い等に対する対応処置、他社
で発生した事象に関する社内展開状況の確認
やヒヤリハットの展開状況報告などの安全に
関する情報の共有化を図っています。

安全報告書 ２０２３
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３－２ 鉄道安全推進委員会の開催

３－３ 安全管理体制に対する内部監査の実施

運輸安全マネジメント内部監査規程に基づ
き、経営管理部門および現業実施部門の双方
に対し、運輸の安全に関する内部監査を実施
しています。
社長、安全統括管理者、関係役員、関係課
長、現業責任者等へのヒアリングを実施し、
必要な規程の整備、教育訓練および検査の実
施状況等の監査を行い、安全管理体制が確実
に機能していることを確認しています。
また、運輸安全マネジメント内部監査員の
養成研修を受講し、社員育成に努めています。
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安全綱領（基本理念）

不慣れなお客さまのご利用が多くなるゴー
ルデンウィーク、夏季および年末年始を「安
全輸送期間」に設定しています。
期間中は、一層の安全輸送を確保するため、
各部門で安全に関する取組み事項を定め、実
施しています。
なお、当該期間に社長をはじめ会社幹部が
直接、現場部門を点検し、取り組み状況を把
握するとともに、安全確保の指示を行ってい
ます。

会社幹部による現場点検

３－４ 安全輸送期間の設定



現場部門と経営管理部門のコミュニケーショ
ンを促進し、気兼ねなく安全に対する意見交換
を行う場として実施しています。
双方の考え方を共有し、社員一丸となって安
全輸送を目指しています。

３－５ 意見交換会の実施

３－６ ヒヤリハット情報の活用

日常業務においてヒヤリ・ハッとした体験
を社員から収集し、その貴重な情報を分析・
整理をして、事故防止対策に役立てています。
また、その結果を鉄道安全推進委員会に報
告し、全社員に周知しています。

社員の知識・技能の維持・向上を図り輸送の安全を確保するため、年間で計画を定め、
管理部門および現業部門で安全教育・各種訓練等を実施しています。

１ 安全教育・各種訓練4

４－１ 安全教育

① 社員への教育・訓練の実施

運転業務に従事する社員に対し、教育・訓練の年間計画に基づき、定期的な教育・
訓練を実施しています。
さらに駅助役は、指導者能力および業務知識の向上を目的に助役スキルアップ研修
を実施しています。

② 新入社員に対する安全教育

入社後約２週間かけて実施する新入社員研修では、「鉄道マンとして何より安全を
最優先して判断、行動する意識の醸成」として、全系統において感電事故防止、触車
事故防止、労働災害事故防止、救命講習等の安全教育を行っています。

安全報告書 ２０２３8
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③ 事故事例集の展開

四半期ごとに、自社・他社を問わずに過去の鉄道事故を取り上げ、自身・自社に置
き換えて考える事で、日頃の業務に対する気づきや振り返りを行う機会とする取り組
みを行っています。

④ 危険予知訓練（ＫＹＴ）研修

危険予知に対する理解度の向上および危険予知スキルの
向上による労働災害の防止のため「かもしれない」という
意識の醸成を目的に、危険予知活動の基礎を学ぶ研修を実
施しています。この研修を活かし、設備等の保守業務にお
いては、作業開始前に危険要因を共有化し、労働災害防止
意識を喚起するためＳＫY（ショート危険予知）を実施し
ています。

⑤ 現地責任者講習会

鉄道事故等が発生した場合に、安全に復旧作業を行うことを目的として、関係者と
の情報共有を円滑に行えるよう現地責任者の指定・役割、触車事故防止および感電事
故防止について講習会を実施しています。
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4－２ 各種訓練

① 営業線を使用した不審者対応訓練

令和３年度より愛知県警察と合同で鉄道を標的とした
対テロ訓練を実施しています。
令和４年度は営業線を使用し走行中の列車内で傷害事

件が発生した想定で、営業中の駅構内で初めて実施しま
した。

② 保守用車救済訓練

保守用車（線路等のメンテナンスに使用する車両）が、
作業中に故障し走行できなくなったときに、列車運行へ
の影響を最小限にするため、営業用車両により故障した
保守用車を車庫までけん引する訓練を実施しています。

③ 荒子駅折返し訓練・想定外（ブラインド）訓練

自然災害等の影響により運転を見合わせる場合に、影
響区間を最小限にするため、荒子駅での折返し運転訓練
を実施しています。合わせてブラインド訓練として、異
常発生時の臨機応変な対応力を向上させるため、駅間停
車時の避難誘導訓練等を実施しました。



④ 防災訓練（災害対策本部設置・初動対応訓練）

事故や災害発生時に、迅速かつ効果的な対応を行うため、
「災害対応タイムライン」に基づいて対策本部を設置し、
情報収集の方法や初動体制を確認するための訓練を実施し
ています。

⑤ 転てつ器鎖錠取扱い訓練

転てつ器（列車が走る線路を切り替える装置）が故障し
たときに、駅係員が手動で転てつ器を操作・鎖錠し、列車
運行への影響を最小限にするための訓練を実施しています。

⑥ 飛来物除去棒取扱訓練

ビニールなどが架線に付着したとき、専用の道具（除去
棒）を用いて撤去し、列車運行への影響を最小限にする訓
練を実施しています。

⑦ 合同断線復旧訓練

協力会社と合同で、潮凪車庫内の架線実習線を用いて、
架線が断線したときに復旧する訓練を実施しています。

⑧ 雪害対策講習会

可動式ホーム柵のセンサーが、積もった雪を障害物と誤
検知し、ホーム柵が使用できなくなったときの取扱いや、
融雪剤の使用方法の講習を実施しています。

⑨ その他異常時対応訓練

その他異常時に備え、信号炎管の取扱いについての訓練、
レール折損時の応急復旧訓練、運転を見合わせたときに線
路設備等の点検に用いるアルミカート取扱訓練および安否
確認訓練を実施しています。

安全報告書 ２０２３10
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１ 安全輸送を支える設備等5

5－１ 駅・車内の安全

① 可動式ホーム柵・ホームドア

平成１６年の開業より、プラットホームからの転落を未然に防ぐため、全駅に可
動式ホーム柵・ホームドア（金城ふ頭駅）を設置しています。
車両と可動式ホーム柵・ホームドアの間には、人や障害物があることを確実に検
知するためのセンサーを装備しています。

ホームドア 可動式ホーム柵

11

② インターホン

お客さまが不審者・不審物を発見したとき
などの緊急時に、ホームから指令室に通報で
きるインターホンを設置しています。

③ 車内非常通報装置

車内で急病人が発生した場合など緊急事態
が発生したときに、運転士と通話ができる車
内非常通報装置を１両に２箇所ずつ設置して
います。

④ AED（自動体外式除細動器）

駅や車内で心室細動を発症されたお客さま
へ、有効な応急処置を行うため、全駅の改札
口付近に設置しています。

インターホン 車内非常通報装置



5－２ 運転・施設の安全

① ＡＴＳ（自動列車停止装置）

列車が停止信号までに止まれない場合、分岐器やカーブの制限速度を超えてしまう
場合などに列車を自動的に停止させる装置です。安全性の高いＡＴＳ－Ｐ型を全線に
導入しています。

② ＥＢ装置（緊急列車停止装置）

列車走行中に運転士が何らかの理由により列車の運転操作ができなくなった場合、
列車の安全確保のために緊急に自動停止させる装置です。
運転士が機器操作を３０秒間行わなかった場合、運転士に対しブザー、表示灯で警
報を発し、その後も操作されないと非常ブレーキが動作し列車を停止させます。

③ ＴＡＳＣ装置（列車自動定位置停止支援装置）
およびホームドア連動装置

列車が、可動式ホーム柵等のドアの位置に停止する
ように自動でブレーキを動作させます。また、車両と
可動式ホーム柵等のドアを連動させ、定位置以外の停
車位置では、ドアが開かないようになっています。

安全報告書 ２０２３12

あおなみ線

① 車両保守

法令に基づき列車検査（１０日を超えない期間
に点検）、状態・機能検査（３月を超えない期間
に点検）、重要部検査（４年又は走行距離が６０
万キロメートルを超えない期間に点検）、全般検
査（８年を超えない期間に点検）を実施していま
す。また、車輪の摩耗を修正する車輪削正も実施
しています。

② 鉄道施設保守（電気）

電力および信号通信設備の点検は、法令に基づ
き制定した社内規程で定められた周期・基準によ
り実施しています。
また、装置の機能を維持するためのオーバー
ホールや部品取替を実施しています。

５－３ 検査と整備
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③ 鉄道施設保守（保線・施設）

線路設備や構造物の保守は、法令に基づき制定
した社内規程に定められた周期・基準により実施
しており、設備の状況にあわせて補修を行います。
また、レールが摩耗し、交換が必要となった場
合は最終列車から次の日の始発列車までの間の夜
間作業にてレール交換を行っています。令和４年
度は、延べ1,067メートルを交換しました。

１ 安全への設備投資6

① 可動式ホーム柵更新

開業から１８年を迎え、老朽化した可動式ホーム柵の更新を進めています。
令和４年度は、南荒子駅、荒子駅、小本駅の３駅が完了しました。
人や障害物の検知に３Dセンサーを採用、扉の一部に強化ガラスを採用し、より安
全度の高い可動式ホーム柵になっています。

３Ｄセンサー更新した可動式ホーム柵

② 光伝送装置更新

保安通信設備である列車無線やセキュリティカメラ映像などの情報を高速かつ大量
に伝送することが可能となる光伝送装置を更新しました。

③ 車両設備の更新等

ＴＡＳＣ装置の更新および車両の列車無線機の交換を行い、全編成完了しました。

あおなみ線



7－２ 駅構内および列車内での傷害行為や鉄道テロへの対策

① 駅構内カメラ

駅構内の状態確認と、異常事態が発生した場合の
状況把握のために、全駅に駅構内カメラを設置して
います。

② 防護盾の配備

駅構内および列車内での傷害行為や鉄道テロ発生
時にお客さまと社員の安全を確保するため、令和４
年度に名古屋駅、中島駅、金城ふ頭駅、稲永駅に防
護盾を配備しました。

③ 不審者・不審物発見時の協力要請

駅構内および列車内にポスターの掲示を行い、不
審者・不審物を発見した場合に、速やかに駅係員・
運転士までお知らせいただくようお客さまにご協力
をお願いしています。

傷害行為や鉄道テロへの対策として、営業線を使用した不審者対応訓練の実施、防護
用品の設置のほかお客さまへのＰＲ活動等を実施しています。

１ 危機管理の取り組み7
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７－１ 旅客指令の設置

異常事態が発生したときに、早期にお客さまへの情報提供および対応を行うために
旅客指令を新たに設置しました。
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7－３ 自然災害への備え

① 自然災害への備え

災害事故を未然に防ぐため、風速警報装置・雨量警報装置・地震計測装置・レール
温度検知器を設置しています。
情報は指令室に集約され、各規制値を超えた場合は運転指令員から全列車に対し、
一斉に徐行運転（速度を落として運転）または運転中止の指示を行い、安全を確保し
ています。

風 速 警 報 装 置風 速 警 報 装 置 雨 量 警 報 装 置雨 量 警 報 装 置

地 震 計 測 装 置地 震 計 測 装 置 レ ー ル 温 度 検 知 器レ ー ル 温 度 検 知 器

指
令
室

指
令
室

② 地震発生時の安全確保

地震発生時に規制値を上回ると、地震計測装置から指令室に警報が表示されます。
当社では、構造物への影響をより的確に想定できる「計測震度」を規制値として採
用し、正確な状況把握と運転再開の指標にしています。
そのほか、運転士に配備している業務用携帯電話で緊急地震速報を受信できるよう
に設定しており、緊急地震速報を受信した場合は、ただちに列車を停止させ、お客さ
まの安全を確保するとともに、迅速に関係箇所と連絡できる体制を整備しています。

計測震度・・・地震の強さ・揺れの継続時間などから計算される指標のことで、構造
物に対して被害の影響度を測るものです。
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③ 南海トラフ巨大地震発生時の対応準備

南海トラフ巨大地震を想定した地震防災対策計画と事業継続計画（BCP）を策定し、
災害に備えています。令和４年度は、策定以来６年が経過した事業継続計画について、
その間の状況変化や課題等に対応するための見直しを行ない、リスク管理体制の強化
を図りました。

④ 災害対応タイムラインの策定

運輸防災マネジメント指針に沿って、自然災害発生時において各社員の行動指針を
示した災害対応タイムラインを策定しました。
今後はこの災害対応タイムラインを元に、災害対応を行います。

⑤ 津波・高潮等への対応

稲永ビル停電時に非常用発電機が作動するまでの期間に電気を一定時間供給し続け
るための装置（CVCF装置）を台風、大雨等による浸水被害の影響を受けにくくする
ため、設置場所を１階から２階へ移設更新しました。

安全報告書 ２０２３16
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１ 新型コロナウイルス感染症の対策8

８－１ お客さまの感染防止に向けた取り組み

① 車内換気

車内換気は、駅停車時のドア開閉による自然換気のほか、空調装置を常時稼働させ
適切に実施しました。

② 飛沫感染防止用ビニールカーテン・消毒液設置

お客さまと対面によるご案内を行う駅については、
窓口に飛沫防止用ビニールカーテンを設置し、窓口
には、消毒液を設置しました。

③ 駅構内・車両の清掃・抗ウイルス加工の実施

全駅の券売機・改札機および車両を消毒用アルコ
ールや次亜塩素酸ナトリウム希釈水を用いて、定期
的に清掃・消毒を行いました。
また、令和３年度に駅設備および車両の抗菌・抗
ウイルス加工を実施しました。

全国の鉄道事業者等からなる「鉄道連絡会」が策定した「鉄軌道事業における新型
コロナウイルス感染症対策に関するガイドライン」に基づき、お客さまと社員の感染
対策を実施し、安心してご利用いただけるように取り組みを行いました。

※令和５年６月現在、新型コロナウイルス感染症の５類移行により、対応を終了して
おります。

８－２ 社員の感染防止に向けた取り組み

出勤前・出勤時の体温確認、勤務中のマスク着用、こまめな手洗い・アルコール消
毒を実施しました。また職場内では飛沫を防止するアクリル板を設置しました。
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１ お客さまが利用しやすい鉄道へ9

９－１ 各種ガイドライン対応への取り組み

① 車内非常用設備等の表示に関するガイドライン
への対応

国土交通省が策定した「車内非常用設備等の表示
に関するガイドライン」に基づき、列車内で緊急事
態が発生し避難が必要な場合に、お客さまが車両の
ドアを手動で開けることができる装置（非常用ドア
コック）の表示を、ピクトグラム（絵や図形）を用
いたわかりやすいものに更新しました。

② 公共交通機関の車両等に関する移動等円滑化整備ガイドラインへの対応

国土交通省が策定した「公共交通機関の車両等に関する移動等円滑化整備ガイドラ
イン」に基づき、優先席設置箇所の「優先席表示」および「つり革」を更新しました。
また、可動式ホーム柵を更新した駅については、優先席設置箇所の可動式ホーム柵
ドア横にも表示を追加しました。

車内優先席表示 優先席前のつり革可動式ホーム柵優先席表示

９－２ 駅・車両設備への取り組み

① 車内案内表示器の多言語化

多様なお客さまへのわかりやすいご案内を行うため、
車両ドア上に設置している車内案内表示器を４か国語
（日本語・英語・中国語・ポルトガル語）に対応した
設備に更新しました。行先や停車駅のご案内および各
種啓発画面により、ご利用に関する情報を表示します。

安全報告書 ２０２３18
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② 駅トイレのリニューアル

多様なお客さまに快適にご利用いただくため、全て
の便器の洋式化や温水洗浄便座の設置およびトイレ内
装改修などを順次実施しています。令和４年度はささ
しまライブ駅、荒子駅、中島駅、荒子川公園駅の改修
を実施しました。

③ こども１１０番の駅

安全・安心な地域づくりに貢献するとともに、こどもにとってフレンドリーなやさ
しい駅を目指し、中島駅をこども１１０番の駅としています。
こどもが助けを求めてきた場合、こどもを保護し、こどもに代わって１１０番通報
を行うなどの対応を行います。

④ 関係各所との連携

関係自治体・警察・消防と協力し、交通安全・放置自転車追放・痴漢撲滅キャン
ペーン等チラシの配布、ポスターの掲出、駅放送の実施などの広報啓発活動を実施し
ています。
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① 可動式ホーム柵更新

令和５年度に稲永駅始め４駅の可動式ホーム柵更新を予定しています。

② PRC装置（自動進路制御装置）更新

列車の進路設定をプログラム化して自動に信号などの現場機器を制御するＰＲＣ装
置（自動進路制御装置）の更新を予定しています。

③ 発車標更新

ホームで列車の発車時刻や行き先の案内表示を行う発車標の更新を予定しています。

④ 耐震補強工事

震災に対する安全性を高め、早期復旧を図るための高架橋の耐震補強工事を予定し
ています。

１ 令和５年度以降の主な計画10



① お身体の不自由なお客さまへのお声かけ

お困りのお客さまを当社社員が見かけた場合は、お声がけを実施しています。
また、ご利用のお客さまにおかれましても、視覚障がいをお持ちの方、車椅子をご
利用のお客さま、その他のお困りの方を見かけた場合は、駅係員・運転士までお知ら
せいただきますようご協力をお願いいたします。

② 可動式ホーム柵の安全な利用について

金城ふ頭駅を除く各駅には可動式ホーム柵を設置していますが、可動式ホーム柵か
ら手や体を出す、線路をのぞき込むなどの行為は大変危険ですのでおやめください。
また、センサー付近に物を置かれますと、誤作動の原因となりますのでおやめくだ
さい。

③ エスカレーターの利用について

エスカレーター上を歩行すると、他のお客さまとの接触やエスカレーターの緊急停
止時に転倒する可能性があり大変危険です。エスカレーターを利用されるときは、立
ち止まり、手すりにおつかまりください。

④ 車両ドア付近でご乗車の方へ

車両ドア付近ではドアが開くときに、指先、衣服および荷物の端が車両ドアのすき
間に引き込まれることがあります。ドアが開くときは、ドアから離れて引き込まれな
いようにご注意ください。

⑤ 線路に物を落とされたときは

列車に乗り降りされるときに、ホームと車両のすき間に物を落とされたときは、
ホームに設置のインターホンで駅係員までお知らせください。お客さまご自身で線路
内に降りる行為は大変危険ですのでおやめください。

⑥ 駆け込み乗車はおやめください

ドアが閉まりかけてからの駆け込み乗車は、車両ドアや可動式ホーム柵・ホームド
アと衝突する危険があるほか、他のお客さまと衝突するなど、お客さまご自身が大き
なケガを負われることがありますので大変危険です。無理をせずに次の列車までお待
ちください。

⑦ 不審な行為・不審な荷物を見かけられたとき

駅構内や列車内で、不審な行為や不審な荷物を見かけられたときは、駅係員・運転
士・警察までお知らせください。ご協力をお願いいたします。

１ ご利用のお客さまへのお願い11
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この安全報告書は、鉄道事業法第１９条の４に基づき、令和４年度末現在における
輸送の安全確保に関する取り組みや実態について公表するものです。
ご一読いただき、弊社の取り組みや安全報告書の内容についてご意見・ご感想など
をお聞かせください。

お客さまのご意見・ご感想をお聞かせください。

電話による受付

・電 話 ０５２－３８３－０９６０
・受付時間 ９：００～１７：３０（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

ホームページ、ＦＡＸからの受付

・ホームページ https://www.aonamiline.co.jp/
画面最下段の「お問い合わせ」内にある

「お問い合わせフォーム」にて受付

・ＦＡＸ ０５２－３８３－０９５６

（夜間、土日祝日、年末年始に送信いただいた場合、翌営業日以降の対応に
なります。）

編集・発行

名古屋臨海高速鉄道株式会社

あおなみ線公式オリジナルキャラクター
あお鉄くん
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